








1、目的

本研究班の平成 4年度の我々の研究において、慢性疾患を持つ小児の生活管理にあたって

は、医学的ケアのみならず、患児の心理、教育環境への配慮が重要であるとの認識から、

慈恵医大第三病院に通院しながら学校生活を送っている患児達の生活管理の現状を調査し

た。その結果、1)患児は学校の授業についてゆくことが困難で、友人ができにくいと訴え、

2)保護者は患児にたいする学校の教師の理解度が少なく、勉強の遅れや行事、体育への参

加の学校による制約などの対応に対する不満を訴え、学校側のよりよい対応を望んでいた。

さらに 3)教師は主治医より患児に対する情報を直接聞きたいという要望が強くあげられ、

保護者・教師・主治医との連携が極めて不十分であるという現状が明らかにされた。

そこで平成 5年度は、さらに調査の対象を全国レベルに広げ、これらの患児の生活管理上

の問題点に関する保護者、教師、主治医の意識の地域性の有無、各施設における現状を調

査し、慢性疾患患児の今後の学校生活におけるQOL の改善のための対策を考える資料とす

ることを目的とした。


